
 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取短期大学 令和 4 年度 キャリア形成支援教育に関する 

調査（雇用主アンケート）結果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取短期大学 キャリア支援課 

 

                                             

 

 

 

 



令和４年度 雇用主アンケート概要 
 鳥取短期大学の卒業生（令和 2年 3 月～令和 4年 3月卒業）を雇用している企

業および施設（鳥取県、島根県、その他地域）を対象に、本学におけるキャリア支

援形成教育に関するアンケート調査を実施した。 

目的：本学、学生のキャリア形成支援・教育の向上およびキャリア教育に活かす。 

 

 

１．令和４年度 雇用主アンケート集計結果報告 
 (回収率 65.0%：180施設/277施設) 

問１.採用者の性別        

     

問２. 採用者の在職期間 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート実施期間：令和 4年 12月 15日から令和 5年 1月 31日 



問３. 採用者の職種 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４. 採用者の雇用形態

 

問５.勤務地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《鳥取短期大学の卒業生の社会人基礎力について》 

回答方法：社会人基礎力質問 10項目について 5件法で回答。 

問６-１自分の考えを相手に伝える力 

「優れている」7.5％、「やや優れている」33.9％であり、「どちらとも言えない」45.4％、

「やや劣っている」11.5％、「劣っている」1.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-２.他人の考えを理解しようとする態度 

「優れている」12.7％、「やや優れている」48.6％であり、「どちらとも言えない」31.8％、

「やや劣っている」5.8％、「劣っている」1.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-３.集団の中でリーダーシップを発揮する力 

「優れている」2.9％、「やや優れている」15.5％であり、「どちらとも言えない」51.7％、

「やや劣っている」24.1％、「劣っている」5.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問６-４.他人と協調して行動する力  

「優れている」19.5％、「やや優れている」47.1％であり、「どちらとも言えない」28.7％、

「やや劣っている」4.0％、「劣っている」0.6％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-５.幅広い教養 

「優れている」2.3％、「やや優れている」19.1％であり、「どちらとも言えない」63.0％、

「やや劣っている」14.5％、「劣っている」1.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-６.情報を収集、整理、分析する力 

「優れている」3.4％、「やや優れている」28.2％であり、「どちらとも言えない」54.6％、

「やや劣っている」13.2％、「劣っている」0.6％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問６-７.ものごとを多面的に見る力  

「優れている」2.3％、「やや優れている」26.6％であり、「どちらとも言えない」55.5％、

「やや劣っている」14.5％、「劣っている」1.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-８.職業や社会生活に必要な専門的、実践的な力 

「優れている」4.0％、「やや優れている」35.1％であり、「どちらとも言えない」44.8％、

「やや劣っている」14.4％、「劣っている」1.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６-９.社会のルール・マナーを守って行動する態度  

「優れている」28.2％、「やや優れている」46.6％であり、「どちらとも言えない」20.7％、

「やや劣っている」3.4％、「劣っている」1.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問６-10.地域社会の一員として積極的に行動しようとする態度 

「優れている」12.1％、「やや優れている」39.7％であり、「どちらとも言えない」39.7％、

「やや劣っている」7.5％、「劣っている」1.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７. 新卒者を採用する際に重要視する力や態度 

「他人と協調して行動する力」が最も多く、次いで「ルール・マナーを守って行動

する態度」「相手に伝える力」であった。 

 

 新卒者採用時、重要視するのは、他人との協調性、ルール・マナーを守って行動する、相 

手に伝える力のポイントが高く、リーダーシップ、幅広い教養のポイントが低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 



問７. 鳥取短期大学の卒業生が在学中に習得すべき力や態度 

「ルール・マナーを守って行動する態度」が最も多く、次いで「相手に伝える力」

であった。 

 

卒業生が在学中に習得すべき力や態度について、重要視するのは、他人との協調性、ルー 

ル・マナーを守って行動する、相手に伝える力のポイントが高く、リーダーシップ、幅広 

い教養のポイントが低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８. 大学のキャリア形成支援教育へのご協力可否について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 鳥取短期大学の卒業生の社会人基礎力は、相手の考えを理解しようとする態度や他人と協

調して行動する力、ルール・マナーを守って行動する態度が優れていると評価されている。

一方、集団の中でリーダーシップを発揮する力についてはやや劣っているとの評価であった。

また、採用時に重視する力や態度については、他人と協調して行動する力、ルール・マナー

を守って行動する態度、相手に伝える力の重要度が高く、リーダシップや幅広い教養につい

ては、あまり重視されない結果となった。 

 本アンケート結果が、本学の教育課程検討の一助となれば幸いである。 

回答数 



 

 

 

 

 

 



 


